
透
析
患
者
の
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
実
施
施
設
へ

低
侵
襲
治
療
の
選
択
拡
充

札幌孝仁会記念

　
西
区
の
札
幌
孝
仁
会
記
念

病
院
（
齋
藤
孝
次
理
事
長
、

入
江
伸
介
院
長
・
２
７
６

床
）
は
、
透
析
患
者
に
対
す

る
経
カ
テ
ー
テ
ル
的
大
動
脈

弁
留
置
術
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ⅰ
）
の

施
設
基
準
を
２
０
２
３
年
12

月
に
ク
リ
ア
し
、
治
療
実
施

施
設
に
認
定
さ

れ
た
。
透
析
患

者
は
さ
ま
ざ
ま

な
合
併
症
を
抱

え
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
全
身

状
態
を
考
慮
し

た
適
切
な
治
療

の
提
供
を
行
っ

て
い
き
た
い
考

え
だ
。

　
一
般
的
な
Ｔ

Ａ
Ｖ
Ⅰ
の
場

合
、
毎
年
１
万

件
以
上
が
国
内

で
実
施
さ
れ
、
死
亡
率
は
全

体
の
１
％
程
と
い
わ
れ
る
。

近
年
、
開
胸
手
術
に
比
べ
て

同
等
の
安
全
が
徐
々
に
認
め

ら
れ
、
低
リ
ス
ク
患
者
や
比

較
的
若
年
の
患
者
に
も
Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流

れ
を
受
け
て
エ
ビ
デ
ン
ス
が

蓄
積
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

21
年
に
慢
性
透
析
患
者
を
対

象
と
し
た
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ⅰ
の
適
用

が
拡
大
。
脳
梗
塞
な
ど
の
合

併
症
や
血
管
石
灰
化
に
な
り

や
す
い
重
症
の
大
動
脈
弁
狭

窄
症
を
患
う
透
析
患
者
へ
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｔ
（
経
カ
テ
ー
テ
ル

的
心
臓
弁
治
療
関
連
学
会
）

協
議
会
が
定
め
る
施
設
基
準

に
は
▼
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
（
開
胸
手

術
）
指
導
施
設
、
ま
た
は
Ｔ

Ａ
Ｖ
Ｒ
専
門
施
設
▼
Ｔ
Ａ
も

し
く
は
Ｔ
Ａ
ｏ
ア
プ
ロ
ー
チ

の
手
技
独
立
▼
エ
ド
ワ
ー
ズ

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
社
ま
た

メ
ド
ト
ロ
ニ
ッ
ク
社
の
透
析

適
応
拡
大
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

受
講
▼
施
設
の
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
症

例
の
レ
ジ
ス
ト
リ
ー
デ
ー
タ

登
録
を
１
０
０
％
実
施
─
な

ど
厳
し
い
条
件
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。

　
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
指
導
医
の
岩
切

直
樹
循
環
器
内
科
主
任
医
長

は
、「
基
準
の
中
に
は
、
侵

襲
性
の
高
い
条
件
も
あ
る
。

当
病
院
は
受
け
入
れ
体
制
は

整
っ
て
い
た
も
の
の
、
ハ
ー

ト
チ
ー
ム
と
協
議
し
、
透
析

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ⅰ
の
実
施
施
設
認
定

を
目
指
す
よ
り
、
目
の
前
に

い
る
患
者
を
第
一
に
考
え
て

対
応
し
た
結
果
、
昨
秋
に
施

設
条
件
の
ク
リ
ア
に
至
っ

た
」
と
話
す
。

　
同
病
院
で
は
16
年
３
月
の

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
開
始
以
来
、
約
４

０
０
症
例
の
実
績
を
持
っ
て

い
る
。
透
析
患
者
へ
の
Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ
は
、
非
透
析
患
者
よ
り

合
併
症
リ
ス
ク
が
３
～
５
倍

も
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
希
望

者
す
べ
て
が
受
け
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
く
、
現
時
点
で
は

重
症
の
大
動
弁
狭
窄
症
の
透

析
患
者
が
少
な
い
理
由
か

ら
、
透
析
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
は
実
施

し
て
い
な
い
と
い
う
。

「
複
数
あ
る
問
題
を
開
胸
手

術
で
同
時
に
解
決
し
た
方
が

い
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
透

析
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
実
施
は
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
。
そ
れ
で
も

透
析
患
者
に
と
っ
て
、
Ｔ
Ａ

Ｖ
Ｉ
の
選
択
肢
が
増
え
た
こ

と
は
大
き
い
。
道
東
方
面
は

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
認
定
施
設
が
な

く
、
当
病
院
へ
の
紹
介
も
あ

る
。
全
道
に
向
け
て
、
治
療

を
提
供
し
て
い
け
た
ら
」
と

力
を
込
め
る
。

16
年
３
月
か
ら
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ⅰ
手
術
を
実
施


